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令和８年第２回長与町議会定例会会期日程（案） 

 
◎  会 期  ６月２日（火） ～ ６月１１日（木） １０日間 

月 日 曜 時  間 区 分 備       考 

６ 

２ 火 ９：３０ 本会議 

議長報告、行政報告、報告事項 

議案上程（提案理由説明） 

（全員協議会） 

３ 水 ９：３０ 本会議 

一般質問（５名） 

（午前）竹中議員・八木議員 

（午後）金子議員・岡田議員 

    西岡議員 

４ 木 ９：３０ 本会議 

一般質問（３名） 

（午前）浦川議員・安部議員 

（午後）堤議員 

５ 金 ９：３０ 本会議 
議案に対する質疑・採決（委員会付託以外の議案） 

議案に対する質疑･付託（委員会付託議案） 

６ 土 ― 休 会  

７ 日 ― 休 会  

８ 月 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

９ 火 ９：３０ 委員会 付託案件審査予備日 

１０ 水 ９：３０ 委員会 付託案件審査予備日、委員長報告取りまとめ 

１１ 木 ９：３０ 本会議 委員長報告・採決（委員会付託議案） 

 

 

  



◎一般質問通告一覧（令和８年第２回長与町議会定例会）   令和８年６月 

 

１ １４番 竹 中    悟   議 員 

① 町の将来構想について 

② ホンテラッセ長与複合施設運営について 

２ ５番 八 木  亮 三   議 員 

① ホンテラッセ長与の有効活用を 

② 関係人口・交流人口の増加のために 

３ １１番 金 子    恵   議 員 

① 高齢者が地域で安心して暮らし活躍できる環境づくりについて 

② 長与総合公園水泳プールの安全性・プライバシー保護及び今後の 

あり方について 

４ ４番 岡 田  義 晴   議 員 

① 本町の教育予算のあり方について 

 

５ １５番 西 岡  克 之   議 員 

① 町所有の建物管理について 

② １人に寄り添う英語教育について 

６ ８番 浦 川  圭 一   議 員 

① 町道西高田線の渋滞改善について 

② 目的が未達成と思われる事業の今後の取り組みについて 

③ ＬＥＤ照明器具賃貸借契約について 

７ １０番 安 部    都   議 員 

① 丸田荘浴場施設の継続について 

② ふるさと納税の現状とその更なる額の拡大そして使途について 

８ １３番 堤    理 志   議 員 

① イラン情勢による本町の行政と住民、および事業者への影響について 

② バス停等へのベンチ設置について 

③ 公共施設の役割について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



令和８年第２回長与町議会定例会 

議事日程（第１号） 

令和８年６月２日（火） 

午前９時３０分 開議  

日程 議案番号 件        名 備 考 

１ ― 会議録署名議員の指名 
 

２ ― 会期の決定 
 

３ ― 議長報告 
 

４ ― 行政報告 
 

５ 報告７ 長与町国民保護計画の一部変更について  

６ 報告８ 

令和７年度長与町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

て 

 

７ 報告９ 

令和７年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

繰越明許費繰越計算書の報告について 

 

８ 報告１０ 令和７年度長与町水道事業会計予算繰越計算書の報告について  

９ 報告１１ 

令和７年度長与町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につい

て 

 

１０ 報告１２ 

古園地区急傾斜地崩壊対策工事請負契約の変更にかかる専決処

分の報告について 

 

１１ 報告１３ 和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について  

１２ 報告１４ 和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について  

１３ ３７ 

長与町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求める

ことについて 

 

１４ ３８ 

長与町都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認

を求めることについて 

 

１５ ３９ 

長与町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の

承認を求めることについて 

 

１６ ４０ 財産の取得について  

１７ ４１ 財産の取得について  

１８ ４２ 長与第二中学校体育館改修工事請負契約の締結について  

１９ ４３ 都市計画道路西高田線法面補修工事請負契約の締結について  

２０ ４４ 岩淵堰施設整備工事請負契約の締結について  

   

 



２１ ４５ 

長与町新図書館等複合施設建設工事（建築）請負契約の変更に

ついて 

 

２２ ４６ 

長与町新図書館等複合施設建設工事（電気）請負契約の変更に

ついて 

 

２３ ４７ 令和８年度長与町一般会計補正予算（第２号） 

 

２４ ４８ 長与町農業委員会委員の任命について 

 

２５ ４９ 長与町農業委員会委員の任命について  

２６ ５０ 長与町農業委員会委員の任命について  

２７ ５１ 長与町農業委員会委員の任命について  

２８ ５２ 長与町農業委員会委員の任命について  

２９ ５３ 長与町農業委員会委員の任命について  

３０ ５４ 長与町農業委員会委員の任命について  

３１ ５５ 長与町農業委員会委員の任命について  

３２ ５６ 長与町農業委員会委員の任命について  

３３ ５７ 長与町農業委員会委員の任命について  

３４ ５８ 長与町農業委員会委員の任命について  

３５ ５９ 長与町農業委員会委員の任命について  

３６ ６０ 長与町固定資産評価審査委員会委員の選任について  

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 



○議長（安藤克彦議員） 

皆さんおはようございます。ただ今から令和８年第２回長与町議会定例会を開会いた

します。 

これから本日の会議を開きます。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１２７条

の規定により、１４番竹中悟議員、１５番西岡克之議員を指名いたします。 

日程第２、会期の決定の件を議題といたします。お諮りします。本定例会の会期は本

日から６月１１日までの１０日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって、会期は本日から６月１１日までの１０日間に決定いた

しました。 

日程第３、議長報告を行います。議長報告でありますが、お手元に配布したとおりで

あります。次に請願、陳情について申し上げます。請願、陳情はありません。 

日程第４、行政報告を行います。行政報告の発言を許します。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

皆さんおはようございます。本日は令和８年第２回長与町議会定例会をお願いいたし

ましたところ、議員各位には大変御多用の中にご出席をいただきました。厚くお礼を申

し上げたいと思っております。本日から開会をしていただくわけでございますけれども、

本議会におきましても、一般会計、補正予算案をはじめ、複数の議案を提出いたしてお

りますので、ご審議を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。それでは早速です

けれども、３月から５月にかけての行政報告を申し上げたいと思っております。お手元

の資料に沿って、主要事項を中心にご説明を申し上げます。まず３月でございます。１

日には春の全国火災予防運動に合わせまして、春季火災予防パレードを実施をいたして

おります。町民皆さまの大切な命や財産を守るため、引き続き関係機関と協力しながら、

防火への意識高揚を図ってまいりたいと考えております。８日には長与シーサイドマル

シェと健康づくり体験型イベント「知っ得・納得・測っ得」を同時開催をいたしており

ます。いずれのイベントも多くの方々にご参加をいただきました。マルシェではお買物

を、また健康づくりイベントでは日頃の生活を見直すきっかけづくりを楽しみながら体

験していただき、両会場とも笑顔あふれる大変にぎやかな１日となったわけでございま

す。４月に入りますと、６日には春の全国交通安全街頭パレード出発式を、関係者の皆

さまにお集まりいただき実施をいたしております。１３日には自治会長会・保健環境連

合会総会、そして２３日には長与町コミュニティ地区連絡協議会総会が開催をされてお

り、本年度は新しく２２名の方が自治会長に就任をされております。５月に入りまして、

１５日、１６日および２３日には、高田地区、長与南地区、上長与地区におきまして、

それぞれコミュニティ総会が開催されました。各総会では、令和７年度の事業報告や令



和８年度の役員選出、事業計画などが議題として審議されておりました。２７日には長

与町自主防災組織連絡協議会の総会が開催されておりまして、２９日には長与町防災会

議も開催しております。これから大雨や台風などによる自然災害が起こりやすい季節と

なってまいりますが、各種訓練や関係機関団体との連携を図りながら、これからの季節

に備えてまいりたいと考えております。その他の会議出席などの状況につきましては、

お手元資料を参照いただきたいと思っております。併せて、次に載せております５,００

０万円未満の入札結果をご確認いただければと存じます。以上で行政報告を終わらせて

いただきます。 

○議長（安藤克彦議員） 

日程第５、報告７長与町国民保護計画の一部変更についてから日程第１２、報告１４

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告についてまでの８件の発言を許しま

す。 

町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは報告７から報告１４につきましては、所管より報告をさせていただきます。 

○議長（安藤克彦議員） 

青田総務部長。 

○総務部長（青田浩二君） 

皆さまおはようございます。それでは、報告７長与町国民保護計画の一部変更につき

ましてご報告させていただきます。平成１９年３月に作成した長与町国民保護計画につ

きまして、令和７年度中に一部変更を行いましたので、武力攻撃事態等における国民の

保護のための措置に関する法律第３５条第８項の規定により準用する同条第６項の規定

に基づき報告するものでございます。今回の変更は、気象データなどの年次データ等の

更新に基づく修正が主なものでございます。変更箇所につきましては、新旧対照表に朱

文字で記載しておりますのでご参照ください。以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 

村田企画財政部長。 

○企画財政部長（村田ゆかり君） 

皆さまおはようございます。報告８令和７年度長与町一般会計繰越明許費繰越計算書

につきまして、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告いたします。先の

議会で議決を頂きました繰越明許費１２件、合計１２億６,８７６万６,０００円に対し

まして、翌年度繰越額は、複合施設整備事業以下１２件、合計１１億６,１７１万６,０

００円でございます。翌年度繰越額の財源内訳は、未収入の特定財源といたしまして、

国県支出金が６億３,８１４万５,０００円、地方債が２億３,８８０万円、一般財源が２

億８,４７７万１,０００円となっております。以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 



山﨑建設産業部長。 

○建設産業部長（山﨑禎三君） 

皆さまおはようございます。それでは、報告９令和７年度長崎都市計画事業長与町土

地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書につきまして、地方自治法施行令第１４

６条第２項の規定によりご報告いたします。令和７年度の繰越明許費は、１款土木費１

項都市計画費の高田南土地区画整理事業、限度額２億１８７万１,０００円に対しまして、

翌年度繰越額１億７,７２１万５,０００円でございます。財源内訳につきましては、既

収入特定財源４,８６１万４,０００円、その他１億２,８６０万１,０００円でございま

す。繰り越しの主な内容といたしましては、換地処分に向けた事業区域内の測量業務、

区画道路等の工事および一括施工区域周辺の建物の事後調査業務につきまして、令和８

年度へ繰り越すものでございます。以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 

渡部水道局長。 

○水道局長（渡部守史君） 

皆さまおはようございます。報告１０令和７年度長与町水道事業会計予算繰越計算書

につきまして、地方公営企業法第２６条第３項の規定により報告いたします。地方公営

企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額は、１款資本的支出１項建設改

良費、繰越対象の水道事業については、予算計上額、翌年度繰越額共に１億３,１５２万

１,４００円で、その財源内訳は、企業債７,９２０万円、その他１,４６８万９,０００

円、損益勘定留保資金３,７６３万２,４００円でございます。繰り越しの理由といたし

ましては、平木場地区導水管移設工事、高田地区送配水管布設替工事および岡地区配水

管布設替工事につきましては、近接する他工事の進捗に伴い、年度内の完了が困難とな

ったためでございます。嬉里地区配水管布設替工事およびポンプ取替工事につきまして

は、適正な工期を確保するためでございます。以上で報告を終わります。 

続きまして、報告１１令和７年度長与町下水道事業会計予算繰越計算書につきまして、

地方公営企業法第２６条第３項の規定により報告いたします。地方公営企業法第２６条

第１項の規定による建設改良費の繰越額は、１款資本的支出１項建設改良費、繰越対象

の下水道事業については、予算計上額、翌年度繰越額共に９億１,１７４万５,０００円

で、その財源内訳は国庫補助金４億６,６８１万５,０００円、企業債２億５,３６０万円、

損益勘定留保資金１億９,１３３万円でございます。繰り越しの理由といたしましては、

長与浄化センターの建設工事委託に関する協定につきましては、入札不落による契約遅

延に伴い、適正な工期の確保が困難となったためでございます。長与浄化センター汚泥

処理設備工事につきましては、適正な工期を確保するためでございます。その他、国の

補正予算に基づく国庫補助金交付決定に伴い、支出予定事業費を繰り越すものでござい

ます。以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 



山﨑建設産業部長。 

○建設産業部長（山﨑禎三君） 

続きまして、報告１２古園地区急傾斜地崩壊対策工事請負契約の変更に係る専決処分

につきまして報告いたします。本報告は、令和７年６月の第２回定例会で議決いただき、

令和８年３月の第１回定例会において、契約変更の議決を頂きました古園地区急傾斜地

崩壊対策工事請負契約につきまして、第１回変更請負金額１億２４８万７,０００円から

１３２万２,２００円を増額し、請負金額を１億３８０万９,２００円として変更契約の

締結を行うため、地方自治法第１８０条第１項の規定により、令和８年４月１７日に専

決処分を行いましたので、同条２項の規定により報告するものでございます。主な変更

概要といたしましては、現場精査による現場吹付枠工、排水工、立入防止柵工等の数量

変更および付帯工事の追加に伴い、請負金額が変更となったことによるものでございま

す。以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 

荒木教育次長。 

○教育次長（荒木隆君） 

皆さまおはようございます。報告１３和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分に

つきましてご報告申し上げます。本報告は、本町吉無田郷で発生した物損事故に係るも

ので、和解および損害賠償の額を定めることについて、地方自治法第１８０条第１項の

規定により、令和８年３月３１日に専決処分を行いましたので、同条第２項の規定によ

り報告するものでございます。事故の概要ですが、令和８年１月１３日午後３時３０分

頃、移動図書館による書籍の貸し出し、返却等業務を行う際に、本町が所有し、公益社

団法人長崎県シルバー人材センター連合会の派遣会員が運転する車両が敷地へ侵入後、

方向転換した際に施設のフェンスに車体左後方部分が接触し、フェンスの一部を破損さ

せたものでございます。その後、相手方と示談交渉を進めた結果、和解することで合意

を得ております。和解の内容につきましては、町の過失割合を１０割とし、その損害を

賠償するものであり、今後本件事故に関し、本町と相手方の間には一切の債権債務関係

がないことを確認するものでございます。この和解による損害賠償の額は１９万５,８２

２円でございます。なお、事故後直ちに当事者および関連業務従事者への注意喚起を行

っております。今後も引き続き、交通法規の順守、安全運転の徹底に努めてまいります。

以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 

宮司住民福祉部長。 

○住民福祉部長（宮司裕子君） 

皆さまおはようございます。報告１４和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分に

つきまして報告いたします。本報告は、本町吉無田郷で発生した物損事故に係るもので、

和解および損害賠償の額を定めることについて、地方自治法第１８０条第１項の規定に



より、令和８年５月８日に専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により報告す

るものでございます。なお、和解および損害賠償の相手方につきましては、損害を与え

ている点を考慮し、氏名等を黒塗りとしております。事故の概要ですが、令和８年１月

５日午前９時頃発覚したもので、本町が吉無田郷内、長与郵便局の窓ガラス前に設置し

ていた乾電池回収ボックスが山積みに排出された状態となっていたことから、当該窓ガ

ラスにおいて直射日光が当たる箇所と乾電池により影となった箇所で温度差が生じ、当

該窓ガラスにひび割れが発生し、損壊させたものでございます。その後、相手方と示談

交渉を進めた結果、和解することで合意を得ております。和解の内容につきましては、

町の過失割合を１０割とし、その損害を賠償するものであり、今後本件事故に関し、本

町と相手方との間には一切の債権債務関係がないことを確認するものでございます。こ

の和解による損害賠償の額は４７万１,３５０円でございます。なお、事故後直ちに乾電

池回収ボックスの設置場所を窓ガラス前から壁面前へ移設しております。今後はこのよ

うな事故が起こらないよう管理を行うとともに、リサイクルの推進に努めてまいります。

以上で報告を終わります。 

○議長（安藤克彦議員） 

日程第１３、議案第３７号長与町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求

めることについてから、日程第１５、議案第３９号長与町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の専決処分の承認を求めることについてまでの３件を一括議題とします。

ただ今一括議題とした議案について提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは、ただ今一括議案となりました議案第３７号から第３９号につきまして提案

理由を申し上げます。まず、議案第３７号および議案第３８号でございます。本議案は、

地方税法等の一部を改正する法律等が令和８年３月３１日に公布され、原則４月１日か

ら施行されたことに伴い、地方自治法第１７９条第１項の規定によりまして、令和８年

３月３１日に専決処分をいたしたもので、同条第３項の規定によりまして、その承認を

求めるものでございます。今回の税制改正の主な内容といたしまして、個人住民税につ

きましては、給与所得控除の最低保障額の引き上げや、医療費控除の特例、住宅借入金

等特別税額控除の適用期限の延長などの改正が行われておるところでございます。軽自

動車税につきましては環境性能割が廃止され、種別割につきましては軽自動車税に名称

が改正されております。固定資産税につきましては、家屋と償却資産に係る固定資産税

の免税点の引き上げや、新築住宅の軽減措置の適用要件である床面積要件について下限

を引き下げる改正等が行われておるところでございます。 

初めに、議案第３７号長与町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求める

ことにつきまして申し上げます。第１８条の３は、環境性能割の廃止に伴い、種別割を

軽自動車税に改めるものでございます。第１９条は、環境性能割に係る規定を削除して



おります。第３３条は、所得割の課税標準につきまして、特定大口株主配当等を特定配

当等へ追加する地方税法等の改正に合わせた規定の整備でございます。第３４条の７は

寄付金税額控除につきまして、復興特別所得税の課税期間の延長、および防衛特別所得

税の創設に伴う地方税法等の改正に合わせた規定の整備でございます。第３６条の２お

よび第３６条の３の２は、町民税の申告および個人町民税に係る給与所得者の扶養親族

等申告書につきまして、地方税法等の改正に伴う項ずれ等に係る規定の整備でございま

す。第３６条の３の３は、個人町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族等申告書につ

いて、提出義務の範囲の見直しに伴う改正でございます。第４０条は、個人町民税の納

期についての文言の整理でございます。第６３条は固定資産税につきまして、家屋およ

び償却資産の免税点を引き上げる改正でございます。第６７条は固定資産税の納期につ

いての文言の整理でございます。第８０条および第８１条は、環境性能割の廃止に伴う

規定の整備、第８１条の３から第８１条の８は、環境性能割に係る規定を削除するもの

でございます。第８２条、第８３条、第８５条および第８７条から第９１条は、環境性

能割の廃止に伴い、種別割を軽自動車税に改める改正および文言の整理等でございます。

附則第６条は、特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例に係る適

用期限の延長に伴う改正でございます。附則第７条の３および附則第７条の３の２は、

個人町民税の住宅借入金等特別税額控除の適用期限の延長に係る規定の整備でございま

す。附則第７条の４は、寄付金税額控除における特例控除額の特例につきまして、復興

特別所得税の課税期間の延長および防衛特別所得税の創設、ならびに特定暗号資産取引

に係る課税の見直しに伴う所要の整備に合わせた改正でございます。附則第８条は、肉

用牛の売却による事業所得に係る町民税の課税の特例の適用期限の延長に伴う改正でご

ざいます。附則第９条の２は、特例控除対象寄付金につきまして、復興特別所得税の課

税期間の延長および防衛特別所得税の創設に伴う規定の整備でございます。附則第１０

条の２は、固定資産税等の課税標準の特例につきまして、地方税法等の改正に伴う引用

条例の項ずれおよび特例の割合を改めるものでございます。附則第１０条の３は、新築

住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者がすべき申告につき

まして、地方税法等の改正に伴う引用条文の項ずれの改正および改修特別特定建築物に

係る規定を整備しておるところでございます。附則第１５条の２から附則第１５条の６

は、環境性能割に係る規定を削除するものでございます。附則第１６条および附則第１

６条の２は、環境性能割の廃止に伴う規定の整備でございます。附則第１６条の３、附

則第１６条の４および附則第１７条は、個人町民税の課税の特例につきまして、地方税

法等の改正に伴う所要の整備でございます。附則第１７条の２は、優良住宅地の造成等

のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例について、要

件の見直しおよび適用期限の延長に伴う改正でございます。附則第１８条および附則第

１９条は、個人町民税の課税の特例につきまして、地方税法等の改正に伴う所要の整備

でございます。附則第１９条の３は、特定暗号資産に係る譲渡所得等に係る個人町民税



の課税の特例につきまして、特定暗号資産取引に係る課税の見直しに伴い、新たに規定

するものでございます。附則第２０条、附則第２０条の２および附則第２０条の３は、

個人町民税の課税の特例につきまして地方税法等の改正に伴う所要の整備でございます。

なお附則につきましては、第１条では施行期日を、第２条から第４条では、町民税、固

定資産税、軽自動車税に関する経過措置をそれぞれ規定しております。第５条では、平

成２６年条例第２５号長与町税条例の一部を改正する条例の一部改正を規定しておりま

す。 

続きまして、議案第３８号長与町都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の

承認を求めることにつきまして、附則第２項から附則第６項は固定資産税等の課税標準

の特例につきまして、地方税法等の改正に伴う引用条文の項ずれを改めるものでござい

ます。また、改修特別特定建築物に対する都市計画税の減額措置に係る割合を附則第７

項として新設し、それに伴い、附則第７項から附則第１７項につきまして、項の繰り下

げを行っております。改正後の附則第１８項は、固定資産税等の課税標準の特例につき

まして、地方税法等の改正に伴う引用条文の項ずれを改めるものでございます。附則に

つきましては、第１項では施行期日を令和８年４月１日とし、第２項および第３項につ

きましては、経過措置を規定しておるところでございます。 

続きまして、議案第３９号長与町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処

分の承認を求めることにつきましてご説明申し上げます。本議案は、子ども・子育て支

援金制度の創設に伴う地方税法の改正により、地方税法施行令等の一部を改正する政令

が令和８年３月３１日に公布され、施行期日が４月１日とされたことに伴い、地方自治

法第１７９条第１項の規定によりまして、令和８年３月３１日に専決処分いたしました

ので、同条第３項の規定によりまして、その承認を求めるものでございます。改正の内

容につきましては、第２条第１項第１号では、国民健康保険税の課税額に、子ども・子

育て支援納付金課税額を加えるものでございます。第２条第２項では、医療分課税額の

課税限度額を６６万円から６７万円に改め、新たに加える第５項で、子ども・子育て支

援納付金の課税限度額を３万円と定めるものでございます。第９条の４から７では、子

ども・子育て支援納付金課税額を規定しておるところでございます。所得割額を０.２

７％、均等割額を１,２１５円とし、１８歳以上の方の均等割額は６５円を加算し、１,

２８０円といたします。世帯別平等割額は、特定世帯および特定継続世帯以外の世帯を

８２１円、特定世帯を４１０円、特定継続世帯を６１５円とします。第２１条第１項で

は、国民健康保険税の減額の算定に第２条の課税限度額を引用いたしまして、条文を整

理するものでございます。このうち第２１条第１項第２号では、５割軽減対象となる世

帯の軽減基準所得の算定におきまして、被保険者等の数に乗ずべき金額を３０万５,００

０円から３１万円に、同項第３号では２割軽減対象となる世帯の軽減基準所得の算定に

おきまして、被保険者等の数に乗ずべき金額を５６万円から５７万円に改め、減額対象

となる軽減基準所得金額の引き上げを行うものでございます。また第２１条第１項各号



では、子ども・子育て支援納付金課税額の基礎課税額から減額する額を７割、５割、２

割軽減でそれぞれ新たに定めております。第２１条第２項では、第３号を新設し、未就

学児に係る均等割額の２分の１減額につきまして、子ども・子育て支援納付金課税額か

ら減額する額を定めております。第２１条第３項では、産前産後期間の所得割額および

均等割額の減額につきまして、子ども・子育て支援納付金課税額から減額する額を加え

ておるところでございます。また、第２１条に第４項を新設をいたしまして、子ども・

子育て支援納付金課税額の１８歳未満被保険者の均等割額を全額減額する旨を定めてお

るところでございます。附則の改正は、各所属等に係る国民健康保険税の課税特例の規

定の適用に、子ども・子育て支援納付金課税額を追加し、項ずれ等を整理したものでご

ざいます。なお附則につきましては、第１項では施行期日を令和８年４月１日とし、第

２項では経過措置を規定しております。以上が議案第３７号から第３９号の提案理由で

ございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（安藤克彦議員） 

日程第１６、議案第４０号財産の取得についてから、日程第２３、議案第４７号令和

８年度長与町一般会計補正予算（第２号）までの８件を一括議題といたします。ただ今

一括議題として議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは初めに、議案第４０号財産の取得につきまして、本議案は地方自治法第９６

条第１項第８号および議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条の規定によりまして、動産の購入契約を締結することにつきまして、議会の議決

を求めるものでございます。取得する財産につきましては、長与町消防団第二分団およ

び第五分団に配備する小型動力ポンプ積載車２台でございます。一般競争入札を公告し

た結果、３社より入札を頂き、最低価格の業者と仮契約を締結をいたしております。取

得金額は２,０７２万４,０００円で、うち消費税が１８８万４,０００円含まれておりま

す。取得の相手方は、長崎市花園町２４番５号、株式会社ツクモ防災、代表取締役小川

雅貴、資本金は１００万円でございます。参考資料といたしまして仮契約書の写しを添

付しておりますので、ご参照をお願いします。 

続きまして、議案第４１号財産の取得につきましてでございます。本議案は地方自治

法第９６条第１項第８号および議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第３条の規定によりまして、動産の購入契約を締結することにつきまして、議

会の議決を求めるものでございます。取得する財産につきましては、給食共同調理場に

おきまして、新たにスチームコンベクションオーブンの導入を行うものでございます。

３社による見積もり合わせにより、随意契約を締結することとし、最も有利な条件を提

示した事業者と仮契約を締結をいたしておるところでございます。取得金額は１,１１９

万８,０００円で、うち消費税が１０１万８,０００円が含まれておるところでございま



す。取得の相手方は、諫早市栄田町２２番５０号、株式会社長崎日調、代表取締役社長

萩原悟、資本金は１,０００万円でございます。参考資料として仮契約書の写しを添付し

ておりますので、ご参照をよろしくお願いします。 

続きまして、議案第４２号長与第二中学校体育館改修工事請負契約の締結につきまし

てでございます。本工事請負契約は、５月１５日に指名業者１５社による指名競争入札

を実施をいたしまして、山総建設株式会社が１億６,５３４万７,６００円で落札をいた

しましたので、本工事請負契約を締結いたしたく、地方自治法第９６条第１項第５号お

よび議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

りまして、議会の議決をお願いするものでございます。契約の相手方は、長崎市西山二

丁目８番１７号、山総建設株式会社、代表取締役山口周二、資本金２,０００万円でござ

います。工事の概要といたしましては、防水改修工事、屋根改修工事、外壁改修工事、

内装改修工事、その他雑工事、それぞれ一式となっております。なお参考図面として立

面図を添付しておりますので、ご参照をよろしくお願いします。 

続きまして、議案第４３号都市計画道路西高田線法面補修工事請負契約の締結につき

ましてご説明申し上げます。本工事請負契約は、５月１５日に指名業者１５社による指

名競争入札を実施をいたしまして、株式会社西海興業が１億８,１３３万６,１００円で

落札いたしましたので、本工事請負契約を締結いたしたく、地方自治法第９６条第１項

第５号および議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定によりまして、議会の議決をお願いするものでございます。契約の相手方は、長崎

市平和町５番１９号、株式会社西海興業、代表取締役西山潤一郎、資本金は３,０００万

円でございます。工事の概要といたしましては、のり面の保護として、モルタル吹付工、

アンカー工を行うものでございます。なお参考図面として平面図等を添付しております

ので、ご参照願います。 

続きまして、議案第４４号岩淵堰施設整備工事請負契約の締結につきましてご説明申

し上げます。本工事請負契約は、５月１９日に指名業者１５社による指名競争入札を実

施をいたしまして、株式会社別所組が８,５１３万８,９００円で落札をいたしましたの

で、本工事請負契約を締結いたしたく、地方自治法第９６条第１項第５号および議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によりまして、

議会の議決をお願いするものでございます。契約の相手方でございます。長崎市川平町

１０９２番地２０、株式会社別所組、代表取締役森玲子、資本金２,０００万円でござい

ます。工事の概要といたしましては、岩淵堰におきまして機能保全計画策定により機能

低下が確認された設備の機能維持および長寿命化を図るため、水密ゴム、油圧シリンダ

ーの更新や油圧ユニットの整備工事を行うものでございます。なお参考図面といたしま

して契約図をしておりますので、ご参照願います。 

続きまして、議案第４５号長与町新図書館等複合施設建設工事（建築）請負契約の変

更につきましてでございます。本議案は、令和７年３月７日第１回定例会で議決をいた



だきました請負契約につきまして、当初請負契約額を１５億４,８２５万円を３,７７３

万２,２００円を増額をいたしまして、契約額１５億８,５９８万２,２００円といたしま

して、請負契約の変更を行いたく、地方自治法第９６条第１項第５号および議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によりまして、議会

の議決をお願いするものでございます。今回の変更内容といたしましては、利用者の利

便性向上や安全面、景観面への配慮から、以下の項目を追加、変更をいたします。まず

施設入り口付近におきまして、東屋とベンチの設置および自動販売機の配置見直しによ

る屋外休憩スペースの整備を行います。また、おもいやり駐車場におきまして柱部分へ

の耐火塗装仕様の追加、ならびにおもいやり駐車場および検診バス駐車場所におきまし

て、景観向上を目的といたしました軒天の仕様変更を行うところでございます。併せま

して、ウッドデッキの舗装下地補強、建物躯体における書架、什器配置変更に伴う床下

開口部等の補強を実施をいたすところでございます。さらに設備点検用タラップの長さ

変更、および敷地南側の設備設置スペースにおける蓄電池基礎の整備と、目隠しフェン

ス、植栽の変更を行うところでございます。その他、諸数量の精査による調整を含んで

おります。なお、詳細につきましては参考図面を添付しておりますので、ご参照を願い

ます。 

続きまして、議案第４６号長与町新図書館等複合施設建設工事（電気）請負契約の変

更につきましてご説明申し上げます。本議案は、令和７年３月７日第１回定例会で議決

いただきました請負契約につきまして、当初請負契約額２億４,２５５万円を７１２万４,

７００円増額をいたしまして、契約額２億４,９６７万４,７００円として請負契約の変

更を行いたく、地方自治法第９６条第１項第５号および議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によりまして、議会の議決をお願いする

ものでございます。今回の変更内容といたしましては、以下のとおりでございます。ま

ず、太陽光発電設備により発電した電力を有効活用するため、小規模蓄電池を新たに設

置をいたします。次に防災機能の強化および利用者利便性の向上のため、通信設備の増

量に伴う配線、配管等の増額工事を行います。併せまして、防犯カメラの設置台数増加

に伴う配線、配管等の増額工事を実施をいたします。なお詳細につきましては参考図面

を添付しておりますので、ご参照をお願いいたします。 

続きまして、議案第４７号令和８年度長与町一般会計補正予算（第２号）につきまし

てご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。今回の補正は既定の予算

総額に歳入歳出それぞれ６,９５９万３,０００円を追加いたしまして、補正後の総額を

１６８億８,０３６万５,０００円とするものでございます。補正の主な内容につきまし

て、２ページからの第１表歳入歳出予算補正によりましてご説明申し上げます。歳入の

１４款国庫支出金は、１階窓口のフロントヤード改革事業に伴うデジタル実装交付金、

および省エネ設備購入補助事業に伴う物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金等を増

額をしておるところでございます。１５款県支出金は、新規就農者育成総合対策事業補



助金を増額する他、学校における事業改善推進事業に対する令和の生きる力育成プロジ

ェクト委託金を新たに計上をしておるところでございます。１８款繰入金は、財源調整

のため財政調整基金繰入金を増額しております。２０款諸収入は、コミュニティ助成事

業の補助不採択により、本助成金は減額しておるところでございます。２１款町債は、

事業追加に伴い、港湾管理事業充当起債を増額、ならびに国庫補助金の内示に伴い、公

園設備事業充当起債を増額しておるところでございます。続きまして３ページの歳出に

ついて主なものをご説明を申し上げます。まず２款総務費は、フロントヤード改革事業

に伴う施設設備改良工事費や、窓口業務等委託料ならびに備品購入費等を計上しておる

ところでございます。これは１階窓口における受付業務を総合窓口としてワンストップ

化し、いわゆる書かない窓口を推進するためのものでございまして、住民の利便性向上

および事務の効率化を図るものでございます。３款民生費は、基幹システムの標準化や

制度改革に伴う子育て支援業務の増に対応するため、会計年度任用職員雇用経費を増額

しております。４款衛生費は、ホンテラッセ長与の開館に向けた準備経費として、８月

から雇い入れ予定の会計年度任用職員雇用経費の他、物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金を活用いたしました省エネ設備購入補助事業費を新たに計上しております。６

款農林水産業費は、新規就農者の初期投資促進事業として新規就農者育成総合対策事業

補助金を増額する他、多目的研修集会施設の空調機器更新費を計上しておるところでご

ざいます。８款土木費は、国費の内示に伴い、道ノ尾南部公園建設工事に関わる仮設住

宅解体工事費等を計上しております。１０款教育費は、町民体育館の消火栓ホース取替

修繕等を計上する他、コミュニティ助成事業の補助不採択により、本補助金を減額して

おります。４ページをお開きください。第２表債務負担行為補正では、公会計財務書類

作成・支援及び公会計システム導入業務委託以下２件につきまして、債務負担行為をお

願いをいたしております。５ページをお開きください。第３表地方債補正では、港湾管

理事業以下２件につきまして、限度額の変更をお願いいたしております。以上が補正予

算の主な内容でございます。議案の後に補正予算に関する説明書を添付しておりますの

でご参照願います。以上が議案第４０号から第４７号の提案理由でございます。ご審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（安藤克彦議員） 

日程第２４、議案第４８号長与町農業委員会委員の任命についてから、日程第３６、

議案第６０号長与町固定資産評価審査委員会委員の選任についてまでの１３件を一括議

題とします。ただ今一括議題とした議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは議案第４８号から議案第５９号までの長与町農業委員会委員の任命につきま

して提案理由を申し上げます。今回上程しております１２議案につきましては、現農業

委員の任期が令和８年７月１９日をもって満期することに伴う新委員の任命に際しまし



て、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定によりまして、議会の同意を求める

ものでございます。農業委員の候補者につきましては、地域の代表性を確保する観点か

ら、地域の農業者や農業団体等に候補者の推薦を求め、併せて公募を行い、推薦または

応募があった１２人につきまして、長与町農業委員会委員候補者評価委員会の評価を経

まして選出いたしたところでございます。なお、本町農業委員の定数は１２人、新委員

の任期は令和８年７月２０日から令和１１年７月１９日までの３年間でございます。 

初めに議案第４８号につきまして、山﨑真由美氏は高田地区の農業経営者で家族で農

業を営んでおります。地域の農業や農家の情報にも精通され、地域の信頼を得ている方

でございます。 

次に議案第４９号につきまして、濱口益子氏は地域を代表する農業経営者でございま

す。自治会活動はもとより、じげもん長与直売所斉藤支部役員として活躍されるなど、

地域の信任を得ている方でございます。 

続きまして議案第５０号、山口多美子氏は令和２年７月から２期農業委員としてご尽

力いただいております。家族で農業を営んでおり、専業農家として経営基盤を確立され、

ご自身も認定農業者であるとともに、地域の農業や農家の現状につきまして深く理解を

しておられるところでございます。 

次に議案第５１号、辻裕一氏でございます。地域を代表する農業経営者でございます。

自治会活動はもとより、平木場地区の柑橘部会などで積極的に活動されておりまして、

地域の信頼を得ている方でございます。 

続きまして議案第５２号、𠮷川直行氏につきまして、令和５年７月から１期長与町農

地利用最適化推進委員といたしましてご尽力をいただいております。これまで農地利用

最適化推進委員としての経験を生かし、今回は農業委員として農地の最適化の推進に貢

献したいとの思いから応募をいただいた方でございます。 

次に議案第５３号、水谷勉氏は平成２７年７月から現在に至るまでの４期農業委員と

してご尽力をいただております。現在は農業委員会の会長として会を牽引し、本町の農

業の発展に努めていただいております。農地法や関係法令に識見が深く、併せて認定農

業者として地域農業の振興に努力をされている方でございます。 

議案第５４号、柿本透氏でございます。地域を代表する農業経営者でございます。農

地法や関係法令に識見が深く、長与木場土地改良区の役員を務めるなど、地域の農業や

農家情報にも精通されている方でございます。 

続きまして議案第５５号、崎山光子氏は平成２９年７月から３期農業委員として、農

業者以外の立場からご尽力いただいております。本町の農業の現状を理解されておりま

して、町内の若手女性農業者の声を、今後の長与町地域計画などに反映させていきたい

という思いから、応募をいただいた方でございます。 

続きまして議案第５６号、原田正利氏でございます。令和２年７月から２期農業委員

としてご尽力をいただいております。認定農業者として地域の農業や農家情報にも精通



されておりまして、地域から信頼を得ている方でございます。 

次に議案第５７号、田中美佐子氏でございます。地域を代表する農業経営者でござい

ます。ＪＡ長与女性部役員などを務められ、地域の農業や農家の情報に精通されている

方でございます。 

続きまして議案第５８号、栗山将和氏は令和５年７月から１期農業委員としてご尽力

いただいております。年齢が３０代と若く、認定農業者として農業に精励されている方

でございます。 

続きまして議案第５９号に移りますと、池田八千代氏は地域を代表する農業経営者で

ございます。自治会活動はもとより、長年地元の小学校で米の種まきから収穫までの指

導を行っていただき、農業の普及に関して多大な貢献をされている方でございます。 

以上説明申し上げました１２名の方々は、人格が高潔で農業に関する識見も有してお

り、法令業務の執行や農地利用の最適化の推進を図るためには必要な方々と確信をして

おるところでございます。議案第４８号から第５９号につきまして、ご同意を賜ります

ようよろしくお願いを申し上げます。 

それでは続きまして、第６０号に入りたいと思っております。第６０号は長与町固定

資産評価審査委員会委員の選任につきましてでございます。現在、長与町固定資産評価

審査委員会委員としてご尽力をいただいております勝直哉氏の再度の選任をお願いいた

したく、地方税法第４２３条第３項の規定によりまして、議会の同意を求めるものでご

ざいます。勝氏は税理士の資格を有し、税理事務に長きにわたり従事されるなど、その

知識、経験が豊富でございます。また固定資産評価に関する専門的な知識を有し、人格

高潔で委員として適任であると確信をいたしておりますので、ご同意を賜りますようお

願い申し上げます。以上が議案第４８号から第６０号の提案理由でございます。ご審議

のほどよろしくお願いを申し上げます。以上でございます。 

○議長（安藤克彦議員） 

以上で本日の日程は全て終了しました。 

明日も定刻より本会議を開きます。本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

（散会 １０時２６分） 


